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２０１４年度事業計画書 

（２０１４年１月１日～１２月３１日） 

 

法人の名称  NPO法人 教育支援グループ Ed.ベンチャー 

 

１ 事業活動方針 

  現在の社会状況は、その動向をより注視すべきものとなっている。「社会の問題を、問題を抱えている者

に解決を押しつけるのではなく、問題を抱えさせている社会状況を、自らも当事者として共に考え変革してい

くこと」を目指す当法人の理念と活動の意義は、今ここで再度確認をしておきたい。同時に、この理念と活動

の意義は、外部に向かっても周知を進める必要があるだろう。今年度は、各活動の中でこの点を踏まえて事

業を推進しつつ、法人全体として理念と活動の周知、情報発信に努める年度としたい。それにより、理念や

活動に賛同する会員や協力者を増やしていきたい。 

 

２ 事業内容 

 １）特定非営利活動に係る事業 

  （１）学校支援事業 

①理論学習会 

・内     容   昨年度の学習を進めていく中で、「平準化」という言葉が多くあがった。政治社会の情

勢は、統制・平準化を図る動きが見られる。その流れは学校教育の現場にも押し寄せている。 

また今、日本国内で起こっている問題（原発問題など）の中には、学校教育の現場では「タブー」とさ

れ、語られにくい・扱われにくいものが存在する。 

来年度は、今日の学校教育の現場での、｢平準化｣の流れが押し寄せていること、語られにくい・扱わ

れにくい「タブー」とされていることについて、どのように立ち向かい、挑んでいくのかを考えるなど、「平

準化」「タブー」などの言葉をキーワードに、学習を進めていきたい。 

また、政治社会など、時事に関するもので学習が必要なものが起きた場合は、随時扱っていく。外国

人に関わる学習、いじめについての学習は必ず開催する。いじめについては年度初めの講演として開

催したい。 

◎ いじめ：いじめの構造、いじめ防止対策推進法 

◎ 外国人：外国の子どもたちが抱える言葉の壁。平準化にかくされた問題。 

◎ 特別支援教育： 

◎ 実践報告 

◎ 時事問題、社会の動きを読む 

 ・日     時  原則第 1月曜日に開催  19:15-21:00 

ただし、8月については、第 1月曜日開催ではなく、夏休み終了近くとする。 

また、祝日・振替休日となる日は避け、翌週とする。 

開催予定日 

１／２８（月）、４／２８（月）、５／１２（月）、６／２（月）、７／７（月）、８／１８（月）、９／８（月）、 

１０／６（月）、１１／１０（月）、１２／８（月） 

 ・場     所  冨士見文化会館 
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 ・従事者人員  3 人 

 ・対 象 者  教師・教職志望の学生を中心に、広く一般市民  延べ 140人 

 ・支出見込額  30,000 円 

 

②授業研究会（小５・６教室） 

・内     容  小５・６教室では、地域に暮らす外国人の子どもたち同士、そこに関わる人（教師、すたん

どばいみースタッフ、地域の人）とのつながりを大切にする授業を組み立てていこうと考えている。授

業は、集団を対象とし教科の枠にとらわれず、来ている児童の実態に沿って作っていきたい。その中

で、外国人の子どもたちに必要な力をつけていくために、必要な知識・技能をもった様々な人と授業

を作っていきたい。日本で生活する外国人の子どもが必要とする力は何なのか、今年度も継続して探

っていく。 

・日     時  毎月第１・３土曜日  授業   １７時～１８時３０分   話し合い １９時～２０時 

・場     所  渋谷中学校開放 

・従事者人員  ３人 

・対 象 者  外国人の小学校５，６年生  ５人／回 

・支出見込額  32.000 円 

 

③教育講演会 

・内     容  昨年度は被災地の学校での教育実践に学ばせていただいた。2014 年度は、原発事故

によってできたほころびから見えてきた現代社会の実像を明らかにしながら、今後私たちが追求すべき

社会の姿を考えたい。それはとりもなおさず、子どもたちに語るべき未来を私たちが獲得する模索でも

ある。講師は立教大学教授の内山節先生。事前に読書会を開催し、関心を深めるとともに、課題をそれ

ぞれで持ちながら講演会を迎えることができたらと考えている。 

 ・日     時  読書会  １月１４日（火）  １９：００～ 

            教育講演会   2 月 15 日(土)  １３：００～ 

            講師を交えての懇親会  2 月 15 日(土)  １７：３０～ 

 ・場     所  読書会   冨士見文化会館 

            教育講演会  高座渋谷学習センター 多目的ホール 

懇親会     高座渋谷学習センター 調理室 

・従事者人員  ２０人 

 ・対 象 者  一般市民  20名   教師等学校関係者  40名  研究者  10名   

外国人当事者団体  20人 

 ・支出見込額  147,500 円 

 

④学校相談・教師相談 

 ・内     容  学校や教師（場合によって保護者）からの相談内容について、相談ごと対応グループを

つくり支援を行う。 

・日     時  随時 

・場     所  相談に応じて適当な場所を選択（当法人事務所・学校・富士見文化会館等） 

・従事者人員   ３人 
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・対 象 者   学校、教師 

・支出見込額   29，000 円 

 

（２） 外国人支援事業 

ア 大人支援部 

① 生活相談 

・内     容  外国人の方の相談に応じる。日本語教室への出張相談は月２回とし、受けた案件の内、

継続の個別対応が必要な案件は、相談員の中で検討・日程調整し、都度担当者を決めて対応する。ま

た、現在のスタッフ数では、昨年度まで程のきめ細かい対応ができない可能性があるので、今年度はス

タッフ増員に努める。 

・日     時  ＜定期相談＞日曜 11:00-13:00（日本語教室開催時） 月２回 

           ＜個別相談＞ 随時 

・場     所  渋谷中学校開放、当法人事務所、その他適宜 

・従事者人員  4 人 

・対 象 者  外国人 

・支出見込額  40，000 円 

 

②お父さんとお母さんのための日本語教室 

・内     容  ・日本語の基本的な知識を習得し、会話を楽しむ 

・安心して何でも話せる教室の構築を目指す 

・日本の政治・社会状況を分かりやすく解説する 

・日     時  毎週日曜日（月 4 回を原則）10：00～12：00 

1/12、1/19、1/26、2/2、2/9、2/16、2/23、3/2、3/9、3/16、3/23、4/6、4/13、4/20、 

4/27、5/11、5/18、5/25、6/1、6/8、6/15、6/22、7/6、7/13、7/20、7/27、8/3、8/10、 

8/24、8/31、9/7、9/14、9/21、9/28、10/5、10/12、10/19、10/26、11/9、11/16、11/23、 

11/30、12/7、12/14、12/21    全 45 回 

・場     所  渋谷中学校開放 

・従事者人員   6 人 

・対 象 者  外国人の大人  10 人／回 

・支出見込額  55,000 円 

 

イ 子ども支援部 

①保証人事業 

・内     容  外部の奨学金を受ける際に、保証人を用意できない外国人の学生に対し、「保証人グル

ープ」を構成して保証人を引き受ける。依頼があった場合は、依頼者と「保証人グループ」が面談し、協

議の上保証人を決定する。 

・日     時  依頼の面談は随時、報告会は 1 月 25 日（土）と 7 月の２回 

・場     所  冨士見文化会館、渋谷中学校開放、当法人事務所 

・従事者人員  保証人グループメンバー8 人 

・対 象 者  外部の奨学金を受ける際に、保証人のいない外国人の学生 
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・支出見込額  4,500 円 

 

②すたんどばいみー基金の会 

・内     容 「すたんどばいみー」など当事者団体で活動する大学生及び大学院生に対して、大学に

関わる費用の貸与事業を行う。 

・日     時  ①2013 年度報告会 2014 年 1 月 25 日 16:30～ 

       ②常任委員会 不定期 

・場     所  ①渋谷中学校開放 

           ②冨士見文化会館 

・従事者人員   ２人 常任委員 11 人 

・対 象 者    40 名＋新規支援者 

貸与者 6 名＋新規貸与者 

返金予定者 4 名 

・支出見込額   14,000 円 

 

③子どもの居場所・学習教室 

＜エステレージャ・ハッピー＞ 

・内     容  主に大和市在住の外国人児童生徒を対象に学習支援を開催する。 

【小学生教室】子ども達の実情に応じた対応ができるよう、スタッフ確保、シフトをしっかりと組みつつ、イベ

ントも含め、子ども達の関係性を築いていけるような取り組みの工夫を行う。 

【中学生教室】小学生教室と同じ時間で違う教室での開催を維持しながら、小学校高学年が中学校生活を

イメージできるように、時には高学年と中学生で行う授業や取り組みも考える。また、教室に来ていない生

徒については、連絡を取りながら実態把握につとめるとともに、子どもの実情に応じて土曜日以外の開催

や個別対応も視野に入れて活動を行う。高校生にも対応する。 

 ・日     時  毎週土曜日 10:00-12:00  他個別対応が必要な場合は随時 

 ・場     所  大和市立林間小学校開放 

 ・従事者人員  １９人 

 ・対 象 者  外国人の小学生 20人／回  外国人の中学・高校生 5人／回 

 ・支出見込額  240,000 円 

＜Kokusai B.G.＞ 

・内     容  主に定時制・通信制高校に通う厚木市在住の外国人生徒を対象に学習支援教室を開催す

る。その他小中学生や、全日制高校生からの学習支援の依頼があった場合には相談に応じる。 

 ・日     時  毎週金曜日 14:00-17:00 

              ※4月以降は、生徒の学校の授業との兼ね合いで変更の可能性有り。 

              ※小中学生や全日制高校生からの依頼があった場合には相談に応じる。 

 ・場     所  厚木市ヤングコミュニティーセンター、あつぎパートナーセンター 

 ・従事者人員  ５人 

 ・対 象 者  外国人の高校生 3人／回  他小中学生は要請があれば対応 

・支出見込額  35,000 円 
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④ 当事者活動支援 

・内     容  「すたんどばいみー」をはじめとする、外国人青少年当事者による活動に対して、活動費

の補助、助言、協力を行う。 

・日     時  随時 

・場     所  不定 

・従事者人員  ３人 

・対 象 者  外国人の子どもの当事者団体 

・支出見込額  65,000 円 

 

（３） 学校及び外国人支援に関する普及啓発事業 

・内     容  当法人の周知及び学校支援、外国人支援の必要性を広く市民に呼び掛けるため、事務

局を中心に以下の活動を行う。 

①2014 年度版パンフレットの作成と配布 

②講演録の作成と配布 

③講演会及び理論学習会の読書会資料の購入・配付 

④今年度中のホームページ改訂、随時更新 

⑤新たに事務局に広報担当を配置して会報作成とともに学習会のチラシ配布や学校・教師相談

窓口の効果的な広報と周知を行う 

  以上を通じて、今年度は情報発信部門を強化させることを目標とする。 

・日     時  ①パンフレット作成・配布：３月   ＜会報＞作成・配布：１月・７月 

           ②講演録＞作成・配布：講演会（２月）、理論学習会開催後   

③講演会（2 月）、理論学習会開催時 

④HP の改訂：４月、更新は随時 

⑤会報の作成・配布：１月、７月  学習会チラシの配布：毎月１回  相談窓口広報：随時 

・場     所  当法人事務所 

・従事者人員  ５人 

・対 象 者  会員及び学習会参加者など配布希望者 

・支出見込額  121,000 円 

 

（４）法人の事業円滑実施のための活動 

・内     容  法人の活動を円滑に遂行するため、事務局の運営、活動報告会の開催を行う。 

  ①事務局の活動：外部からの問い合わせや依頼に対する対応、各活動の掌握、活動相互の連携補助、

スタッフブログの更新、法人の出納に関すること、資料整理、活動報告会の設定、会員管理 

  ②活動報告会の開催：各活動の報告、活動間の連携に関する事項や活動推進上の諸問題解決に関す

る事項、総会に付議する事項を検討。 

  ③総会の開催 

・日     時  ①事務局：原則１０：００－１８：００  ②活動報告会：６回程度 

           ③総会：２月１５日（土）１１：００－１２：００ 

・場     所  ①事務局：当法人事務所  ②活動報告会：冨士見文化会館その他   

③総会：渋谷学習センター 
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・従事者人員  ①事務局：６人 

          ②活動報告会：理事２５人 

          ③総会：正会員：108 人 

・支出見込額  780,000 円 

 

（５）特別会計事業 

＜東日本大震災支援事業＞ 

・内     容 教育支援団体「まつ」と、石巻の子ども支援グループである「ライオン学校」への支援を継

続する。 

「まつ」への支援に関しては、活動を具体化していくことに力を貸していきたい。現在立ち上がってい

る「通学バス」の確保の問題では、Ｅｄ．ベンチャーとしての連携する活動が求められるかもしれない。ま

た、各学校への支援も、「まつ」を通して計画的に取り組みたい。 

「ライオン学校」への支援に関しては、一番大きな課題は資金面での援助である。「ライオン学校」とし

ても資金調達に取り組んでいるが思うように進まない現状がある。Ｅｄ．ベンチャーからの資金援助の枠

を拡大するために、当組織として何をすればよいかを考え、具体化していきたい。 

また、福島県の学校再開支援に関しては、依頼があった時点で内容を精査して取り組む。 

 ・日     時 各支援団体の日程による 

 ・場     所 各支援団体の計画による 

 ・従事者人員  各支援団体参加者＋１０人 

 ・対 象 者  陸前高田市内の小中学校・石巻「ライオン学校」の子どもたち１５人 

 ・支出見込額  666,922 円 

 

＜すたんどばいみー基金＞ 

・内     容  基金の貸与・返金の受取・寄付や積立の受付等を随時行う。 

・日     時  不定期 

・場     所  随時 

・従事者人員   ２人 常任委員 11 人 

・対 象 者    40 名＋新規支援者 

貸与者 6 名＋新規貸与者 

返金予定者 4 名 

・支出見込額   5,530,000 円 


